
◆年頭のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2

◆お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3

◆知っておきたい！退職後の互助会事業（退職者医療給付事業）・・・ 4 〜●5
◆知っておきたい！退職後の互助会事業（厚生事業）・・・・・・・・・・・・ 6 〜●7
◆共済グループ保険等の募集結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8 

2024年
（令和6年）

一般財団法人愛媛県市町村職員互助会

「愛媛マラソン」松山市

第137号



　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し

い
令
和
６
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
57
年
２
月
に
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職

員
互
助
会
と
し
て
発
足
し
た
本
会
は
、
平
成
25
年

に
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
、
会
員
の
皆
様
の
互

助
制
度
の
組
織
と
し
て
、
公
共
の
福
祉
及
び
会
員

の
皆
様
方
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
逐

次
事
業
内
容
の
充
実
を
図
り
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
の
推
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
、
令
和
４
年

10
月
、
地
方
公
共
団
体
等
に
勤
務
す
る
短
時
間
勤

務
職
員
５
千
３
０
０
人
余
の
皆
様
が
互
助
会
の
現

職
会
員
と
な
ら
れ
、
現
在
の
現
職
会
員
数
は
約
２

万
３
千
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
を
構
成
す
る
会
員
の
皆
様
の
大
幅
な
増
加

は
、
掛
金
・
負
担
金
収
入
や
給
付
金
等
の
支
出
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
互
助
会
事
業
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
収
支
の
動
向
に
注

視
し
、
長
期
的
に
安
定
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

事
業
内
容
の
見
直
し
も
含
め
適
切
に
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
会
員
と
ご
家
族
の
皆
様
の
福
利
厚
生
の

推
進
・
向
上
の
た
め
、
役
職
員
一
同
、
努
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

﹇
会
　
長
﹈ 

加
藤
　
　
章  （
東
温
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

武
智 

邦
典 （
伊
予
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

髙
橋 

靖 （
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

石
川 

勝
行 （
新
居
浜
市
長
）

﹇
理
　
事
﹈ 

西
尾 

祥
之 （
宇
和
島
市
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

柿
原 

稔
広 （
西
予
市
職
員
）

﹇
監
　
事
﹈ 

河
野 

忠
康 （
久
万
高
原
町
長
）

﹇
監
　
事
﹈ 

喜
井 

辰
弘 （
四
国
中
央
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

篠
原
　
　
実  （
四
国
中
央
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

大
城 

一
郎 （
八
幡
浜
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

坂
本
　
　
浩  （
松
野
町
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

井
関 

文
彦 （
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

久
保 

竜
児 （
伊
予
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

酒
井 

英
生 （
砥
部
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
田 

裕
久 （
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
評
議
員
﹈ 

森
賀
　
俊
二  （
元
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

井
手
　
克
彦  

愛
媛
県
市
町
村
職
員

  年
金
者
連
盟
会
長

﹇
評
議
員
﹈ 

曽
根
　
哲
也  

愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
事
務
局
長

外
職
員
一
同

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会
　
長　

加 

藤
　 

　
章

年
頭
の

　

ご
あ
い
さ
つ
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給
付
金
等
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
退
職
者
医
療
給
付
事
業
に
係
る

　
被
扶
養
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
本
誌
（
第
１
３
５
・
１
３
６

号
）
に
お
い
て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す

が
、
退
職
会
員
・
配
偶
者
特
別
会
員
及
び

そ
の
被
扶
養
者
（
70
歳
未
満
）
を
対
象
と

し
て
請
求
に
基
づ
き
給
付
を
し
て
い
る
退

職
医
療
給
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

６
年
４
月
１
日
以
後
に
退
職
を
し
て
退
職

会
員
等
の
資
格
を
取
得
さ
れ
る
方
か
ら
、

退
職
会
員
等
（
本
人
）
の
給
付
だ
け
と
な

り
、
被
扶
養
者
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

当
該
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
本

誌
等
で
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
退
職
者
医
療
給
付
事
業
に
係
る

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
及

び
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.

ehim
ectv.jp/

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
ご
退
職
者
様
へ
の
お
願
い

　
退
会
記
念
給
付
金（
旅
行
ク
ー
ポ
ン

券
）に
つ
い
て

　

年
度
末
は
退
職
者
及
び
資
格
取
得
者
が

特
に
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
確
認
作

業
等
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
給
付
金
等

の
請
求
を
い
た
だ
い
て
か
ら
給
付
ま
で
に

一
定
の
日
数
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

退
職
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
退
会
記
念
給

付
金
（
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
）
を
利
用
し
て
、

退
職
後
の
旅
行
を
計
画
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
当
該
給

付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
６
月
末
以
降
、
順

次
支
給
と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
ご
計
画
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
退
職
後
に
引
っ
越

さ
れ
る
予
定
の
方
は
、
各
種
申
請
書
に
旧

住
所
及
び
新
住
所
（
引
っ
越
し
予
定
日
）

を
記
入
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
郵
便
局
で

「
転
居
届
」
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
速
や
か
な
給
付
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
互
助
会
へ
の
払
込
み

　
に
つ
い
て
振
込
手
数
料
を

　
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す

　

本
会
で
は
現
在
、
取
引
金
融
機
関
の
一

部
に
お
い
て
、
本
会
か
ら
の
会
員
の
皆
様

な
ど
へ
の
払
込
み
及
び
会
員
の
皆
様
か
ら

の
本
会
へ
の
払
込
み
（
本
会
指
定
の
振
込

用
紙
を
金
融
機
関
の
窓
口
で
使
用
し
た
場

合
）
に
つ
い
て
、
振
込
手
数
料
が
不
要
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
取
引
金
融
機

関
に
お
い
て
本
年
10
月
以
降
、
振
込
手
数

料
の
負
担
が
生
じ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
該
費
用
負
担
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
の
本
会
へ
の
払
込
み
に
際
し
、
振
込
手

数
料
の
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
本
会
に
お
け
る
事
務
費

等
の
支
出
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
当
該
振
込
手
数
料
の
負
担
に
係

る
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細
を

決
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
開
始

時
期
や
手
数
料
額
な
ど
が
判
明
次
第
、
逐

次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
被
扶
養
者
の
収
入
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

本
会
に
お
け
る
被
扶
養
者
の
取
扱
い
に

つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
等
医
療
保
険
者
の
取
扱
い
に
準

じ
て
お
り
、
昨
年
９
月
27
日
に
全
世
代
型

社
会
保
障
構
築
本
部
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
お
け
る
被
扶
養
者
の
収
入
（
１
３
０
万

円
の
壁
）
に
係
る
取
扱
い
に
つ
き
ま
し
て

も
、
共
済
組
合
等
の
取
扱
い
に
準
じ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
当
該
取
扱
い
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
「
共
済
だ
よ
り
１
月
号
（
Ｖ
ｏ
ℓ
．

３
２
８
）」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
退
職
者
に
係
る
互
助
会
事
業
の

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

例
年
、
愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

と
共
同
で
退
職
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た

冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
互

助
会
事
業
の
手
続
き
に
特
化
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、
所
属
所
の
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
等
を
ご
活
用
い
た
だ
き
会
員
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
当
該
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ehim

ectv.jp/

）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
給
付
内
容
等
は
収
支
の
状
況
、

地
方
公
務
員
制
度
の
状
況
等
に
よ
っ

て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
合
、
変
更
し
た
内
容
は
現
職

会
員
、
退
職
会
員
に
か
か
わ
ら
ず

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

令和6年10月～
（予定）

3



知っておきたい !  退職後　の互助会事業 (令和6年１月１日現在）

手続き不要手続き不要 退会記念給付金の請求
「退会記念給付金請求書(別紙様式第11号)」

引き続き加入する

退職の日の前日まで引き続いて
1年以上現職会員である

退職会員の資格を
取得する

引き続く現職会員期間が
６月以上ある※

退職後20日以内に加入申込み
「退職会員・配偶者特別会員資格取
得申出書(別紙様式退第1号)」

手続き不要

退職の日まで引き続いて６月以上現職会員である※

手続き不要 退職医療返還一時金の請求
「退職医療返還一時金請求書(別紙様式退第9号)」

未経過分の保険料を
一括前納

所属所担当者への
申出

給付事業
引き続く現職会員期間が10年以上であり、職員
研修事業助成金の給付を受けていない

退職者医療給付事業
満55歳以上で70歳までの退職者である

厚生事業
共済グループ保険、がん保険の両方orいずれか
に加入している(積立年金は継続不可能)

退　職

【退会記念給付金について】
　現職会員である者が退職（死亡退職を除く。）し
た場合、その者の現職会員期間が引き続き10
年以上あり、かつ、現職会員期間中に職員研修
事業助成金の給付を受けていないときに、現職
会員期間に応じた旅行クーポン券を支給します。
　・10年以上20年未満　20,000円
　・20年以上30年未満　30,000円
　・30年以上　　　　　 40,000円

※ 1年未満の端数があるときは、6月未満
の端数はこれを切捨て、6月以上の端
数はこれを1年に切り上げます。 

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

被扶養者の取得・喪失については、令和６年３月３１日
までに退職され、退職会員等の資格を取得された方が
対象です。令和６年４月１日以後に退職され、退職会
員等の資格を取得された方は対象外です。

【退職医療返還一時金ついて】
　現職会員が退職又は死亡した際に、退職会員の資格取得要件を満たさ
ないとき又は資格取得要件は満たしているが退職会員等となることを希
望しなかったとき、次の①～③に掲げる金額の合算額を給付します。
①平成7年4月1日から平成18年3月31日までの現職会員であった期間の
年数1年につき5,000円を乗じた額

②平成18年4月1日から令和4年3月31日までの現職会員であった期間の
年数1年につき2,000円を乗じた額

③令和4年4月1日以後の現職会員であった期間の年数1年につき1,000
円を乗じた額

＜ 例 ： 昭和57年4月1日に会員の資格を取得した者が令和５年12月31日
に退職した場合 ＞

　①5,000円×11年＝55,000円　②2,000円×16年32,000円
　③1,000円×2年＝2,000円
　　　　　　　退職医療返還一時金の額①+②+③＝89,000円

【退職者医療給付事業】
　退職会員及び配偶者特別会員が満60歳に達した日から
70歳までの間において医療機関等で診療を受けた場合、
及びその間において退職会員等の被扶養者（70歳に達し
ている者を除く。）が医療機関等で診療を受けた場合、当
該医療機関等に支払った保険診療分の一部負担金が１件
につき8,000円（基礎控除額）を超えるとき、その超えた
金額（100円未満切捨て）を給付します。この場合、国民
健康保険等から給付される高額療養費、共済組合等から
給付される附加給付及びその他これらに類する制度の給
付を受けた場合、その給付された金額は控除します。
　退職会員等になることを希望する場合は、退職後２０日
以内に加入の申出をし、一時拠出金の払込み（算定式は次
ページを参照）をしていただくことになります。

６・７ページに、事業内容を掲載
していますのでご参照ください。

次ページに、事業内容を掲載して
いますのでご参照ください。
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医
療
費（
自
己
負
担
額
）

共済組合から高額療養
費が支給される

国民健康保険又は協会け
んぽから高額療養費が支
給される

共済組合から附加給付
等が支給される
57,600円－25,000円

＝32,600円
互助会から退職医療給付
金を支給
57,600円－8,000円

＝49,600円
互助会から退職医療給
付金を支給
25,000円－8,000円

＝17,000円

自己負担（8,000円） 自己負担（8,000円）

共済組合の任意継続組
合員及びその被扶養者

国民健康保険又は協会け
んぽの被保険者及びその
被扶養者

（注） 平均標準報酬月額は年度によって変わる場合があります。

〔給付対象外〕
・ 室料差額等の保険適用外のもの（予防接種、健康診断、文書料、室料
差額、自費による歯科治療等）
・入院時における食事療養標準負担額
・ 受診時定額負担（特定機能病院及び地域医療支援病院を紹介状なしで
受診）

　給付内容等は収支の状況、地方公務員制度の状況等によって変更する場合がありますが、この場合、変更した内容は現職会員、退職会員にかかわらず適
用されますので、ご了承ください。

区　　　　　分 取　　　　　扱

1
診療を受けた医
療保険制度ごと
に１件

医療保険制度を異にして診療を受け
た場合は、医療保険制度ごとに1件

2 診療を受けた月
ごとに1件

月の初日から末日までの診療について
の１か月を1件

3
診療を受けた医
療機関ごとに1
件

同じ月に医療機関を異にして診療を
受けた場合は、医療機関ごとに1件

4
入院と外来の場
合は、それぞれ1
件

同じ月に同じ医療機関で入院と外来
による診療を受けた場合は、入院、外
来ごとにそれぞれ1件

5
医療機関と保険
薬局とが区別さ
れている場合
は、それぞれ1件

同じ月に診療を受け、診療を受けた医
療機関での処方箋による保険薬局で
薬代を支払った場合は、それぞれ1件

○転居等をした場合や加入する健康保険が変更となった場合など、必要に応じて「退職会員・配偶者特別会員被扶養者異動報告書」をご提出ください。
○新たに被扶養者の認定要件を備える者が生じた場合又は認定要件を欠くことになった場合は、「退職会員・配偶者特別会員被扶養者申告書」により遅滞なく互助会に届出してく
ださい。認定を受ける場合は、扶養の事実が生じた日から30日以内に届出してください。30日以内に届出がされない場合は、互助会が受理した日から認定の効力を生じる
ことになります。取消の場合は、原則、取消の事実が生じた日に遡及して取消となります。

○現職会員になった場合や脱退・死亡した場合は「退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書兼退職医療脱退一時金請求書」又は「退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書 
兼退職医療死亡弔慰金請求書」をご提出ください。

【参考】 　60歳以上70歳未満の退職会員等が死亡したとき又は脱退したとき(現職会員になったときを含む。）は、死亡日（又は脱退日）の翌日から70歳に達するまでの年数１年（１
年未満切捨て）につき10,000円を支給します。

 　なお、資格取得申出をした55歳以上60歳未満の退職会員等が死亡したとき又は脱退したとき（現職会員になったときを含む。）は、一時拠出金相当額などを給付します。
※収入の確認ができる書類など、書類の添付が必要な場合があります。　　　※添付書類などの保険者番号、被保険者記号番号はマスキングしてください。
※報告書や請求書は互助会ホームページに掲載しています。また、ご連絡いただきましたら送付することも可能ですので、互助会までお問い合わせください。
※請求書の書き方など請求方法については、退職者に係る互助会事業のパンフレットや加入後に送付される「退職者医療給付事業のしおり」、互助会ホームページでご確認ください。

●一時拠出金の算定式
〈昭和61年４月１日までに現職会員である者が、令和５年１２月３１日に６０歳で退職した場合〉

●1件の取扱い等 ●１件当たりの医療費に係る給付例
〈高額療養費の自己負担限度額が57,600円に該当する者で、直近12か月の高額
療養費該当回数が1～3回の場合〉

知っておきたい !  退職後　の互助会事業

一時
拠
出
金
の
算
定

一時拠出金
(A) 算定基礎となる標準報酬月額

３00,０００円※

※ 算定基礎となる標準報酬月額は、退職月の掛金
の標準となった標準報酬月額又は現職会員の平
均標準報酬月額（注）のいずれか少ない金額

× 1.51,000 × 15 月 ＝ 6,750円
（360月－平成７年４月分以後の掛金払込月数）

一時拠出金
(B)

× 1.01,000 × 198 月 ＝ 59,400円
（平成18年４月分～令和4年9月分までの掛金払込月数）

一時拠出金
(C)

× 1.0251,000 × 15 月 ＝ 4,612円
（令和4年10月分以後の掛金払込月数）

控除額
(D) ５，０００円 × 0 年 ＝ 0円 （満60歳を超えて資格取得する場合、一時拠出

金から差し引きます。）

退職餞別金
(E) （5,000円 × 6 年）＋（8,000円 × 3 年）＝ 54,000円

（平成6年10月31日までに現職会員の資格を
取得していた者は、一時拠出金から退職餞別金
を差し引きます。）

一時拠出金払込額
（Ａ+Ｂ+Ｃ－Ｄ－E） (A) 6,750円 ＋ (B) 59,400円 ＋ (C) 4,612円 － (D) 0円 － (E) 54,000円 ＝ 16,762円

退職者医療給付事業

退職会員となった後の届出事項

25,000円

57,600円

8,000円

　現職会員のときは、請求
をしなくても自己負担額控除
（１３，０００円）後の金額が
自動的に「医療補助金」と
して支給（１００円未満切捨
て）されていましたが、退
職会員等になられたら「退
職医療給付金請求書」に領
収書等を添付して、ご自分
で請求する必要があります。

　被扶養者の取得・喪失については、令和
６年３月３１日までに退職され、退職会員等の
資格を取得された方が対象です。令和６年４
月１日以後に退職され、退職会員等の資格を
取得された方は対象外です。
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令和６年３月末で退職する予定です。共済グループ保険は、退職後も継続できますか？
また、来年も引き続き加入したいのですが、どのような手続きが必要ですか？Q

　団体定期保険、団体定期保険プラス、医療保障保険、医療費支援制度、重病克服支援制度及び傷害補償プランは、退職時に所属所を経由して未
経過保険料を一括前納していただくことで、退職時と同じコースを保険期間終了（令和６年１２月末）まで継続できます。ただし、療養給付プラン、長
期療養給付プランは退職時点で脱退となります。
　また、翌年については退職者コースへのコース変更手続きを必ずしていただくこととなります（令和７年１月からの保険は、退職時に加入していたコー
スの継続はできないため、退職時に加入していた保障金額の範囲内で新たにコース選択をしていただく必要があります）ので、上表の加入内容欄でコー
ス内容をご確認いただき、次年度更新の案内文書（令和６年８月頃にご自宅あてに送付予定）の中に同封されている「加入申込書」に必要事項を記入・
押印し、互助会までご提出ください。
　なお、令和7年１月以降の請求・更新案内等については、互助会ではなく委託業者である「株式会社　日本共同システム（ＮＫＳ）」が事務を取り扱い
ますのでご注意ください。

○退職後の共済グループ保険の取扱い及び令和６年８月案内時に選択することになるコース等一覧表（概要）

●保険料控除証明書は、毎年10月頃にご自宅へお送りします。
●配当金は、毎年2月末に届出口座に送金します。（※保険期間内の中途脱退者及び死亡、高度障害、障害保険金該当者は、配当金
がありません。）
●案内等の日付は、あくまで予定であり前後する可能性があります。
●一覧表に記載のコース等は令和6年募集時の内容等です。令和7年以降、変更の可能性がありますので、更新時に同封されるパ
ンフレット等で最新の内容をご確認ください。
●令和7年1月以降の口座振替及び配当金に係るご案内等は、互助会ではなく業務委託業者である「株式会社　日本共同システム
（NKS）」が事務を取り扱います。【NKS　TEL:0120-129-128】

登録口座振替（毎月）

令和7年12月頃
加入内容・保険料のご案内

令和8年1月1日

第2回更新

 （注1） 保険料の登録口座振替時には、手数料314円（消費税
10%を含む。）を合わせて振り替えます。

（注2） 複数の制度を継続された場合も手数料は変わりません。
（注3） 登録口座振替ができない月が２か月続くと脱退扱いに

なりますので、ご注意ください。

　　　  ▼
・ 保険料登録口座振替（初回：12月、以後毎月）

令和6年12月1日 令和7年12月1日

令和7年 6月頃  更新のご案内
令和7年10月頃  保険料払込みのご案内

払込書を使用しての払込み
払込書を使用しての払込み

令和6年11月1日 令和7年11月1日

種　類 加入条件 加入対象者 加入内容 退職後の保険料等

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期保険
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し
た者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

満80歳6か月まで継続加入できます。
次の5コースから選択のうえ、申込み
が必要となります。
・500万円コース　・450万円コース
・250万円コース　・200万円コース
・100万円コース

● 退職（年度末）した年の未払
い保険料（4月～ 12月分）は、
所属所を経由して一括払込み
となります。一括払込みいた
だくことにより、12月末まで
退職時の保険内容が適用され
ます。

　 （団体定期保険、団体定期保
険プラス、医療保障保険、医
療費支援制度、重病克服支援
制度及び傷害補償プラン）

● 退職した年の翌年以降の保険
料は、登録口座より毎月の口
座振替をします。また、併せ
て手数料314円／月（消費税
10%込）を振り替えます。（初
回：退職した年の12月）

　 （団体定期保険、団体定期保
険プラス、医療保障保険、医
療費支援制度、重病克服支援
制度及び傷害補償プラン）

団体定期保険プラス
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し、
団体定期保険に加入の者

本人と配偶者

満80歳6か月まで継続加入できます。
次の各4コースから選択のうえ、申込
みが必要となります。
〔組合員〕
・500万円コース  ・250万円コース
・150万円コース  ・100万円コース
〔配偶者〕
・400万円コース  ・200万円コース
・150万円コース  ・100万円コース

医療保障保険
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し、
団体定期保険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 69歳 6か月まで継続加入
できます。

医療費支援制度
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し、
団体定期保険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 79歳 6か月まで継続加入
できます。

重病克服支援制度
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し、
団体定期保険に加入の者

本人と配偶者
退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 71歳 6か月まで継続加入
できます。

傷害補償プラン
退職時に本制度に加入し
ている者が退職した場合
で、保険料を一括前納し、
団体定期保険に加入の者

本人と配偶者
（※こどもの加入は
できません。）

退職した年の翌年からも退職時の加入
内容で、満 80歳 6か月まで継続加入
できます。

療養給付プラン
退職時に本制度に加入している者が退職した時点で、脱退の扱いとなり、継続加入はできません。

長期療養給付プラン

知っておきたい !  退職後　の互助会事業 (令和6年１月１日現在）

A 11月1日契約日の保険商品（当月払い）

B 12月1日契約日の保険商品（前月払い）

・新がん保険Ａ型　　・新がん保険Ｂ型
・生きるためのがん保険Days1WINGS プラス

・21世紀がん保険
・がん保険フォルテ  ・ご契約者のためのがん保険フォルテ
・生きるためのがん保険Days  ・生きるためのがん保険Days プラス
・新生きるためのがん保険Days  ・新生きるためのがん保険Days プラス
・生きるためのがん保険Days1 ・生きるためのがん保険Days1 プラス
・生きるためのがん保険Days1 ALL-in
・生きるためのがん保険Days1WINGS 
・生きるためのがん保険Days1WINGS プラス

● 生きるためのがん保険Day1WINGS プラスは、付加する既保険商品によって
契約日が異なります。

●保険料控除証明書は、毎年9月にご自宅へお送りします。
●案内等の日付は、あくまで予定であり前後する可能性があります。
【 代理店：南海放送サービス㈱　ＴＥＬ：０１２０－１１１－１３６ 】 

注意
事項

注
意
事
項
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　退職された後は、基本的に会員の皆様と互助会
が直接、書類のやり取り等を行いますので、届出
事項に変更があった場合は必ずご連絡ください。
　退職された方から、よくお
問い合わせいただく内容につ
いて次のとおり掲載していま
すので、ぜひご参考になさっ
てください。

退職後に、引っ越しました。何か手続きはありますか？Q
　退職者医療給付事業に加入されている場合は、「退職会員・配偶者特別会員異動報告書」
（別紙様式退第５号）の提出が必要です。当該様式は互助会ホームページにも掲載していま
すが、互助会にご連絡いただきましたら返信用封筒を同封して送付させていただきます。ま
た、市外や県外に引っ越された場合は、固定電話の番号が変更となる場合がありますので、
当該報告書に記入をお願いします。できましたら、固定電話の番号だけでなく、携帯電話
の番号もご記入いただければ幸いです。
　併せて、お近くの郵便局で「転居届」の手続きをお願いします。
　共済グループ保険・がん保険に加入されている場合は、紙媒体による報告の必要はありま
せんが、互助会（退職後２年目からはＮＫＳ等）への電話連絡が必要です。お電話だけで、住
所変更・電話番号変更等に対応させていただきますので、まずは互助会までご連絡ください。

　現職のときは、毎月、給料支給時にがん保険に係る保険料が控除され、所属所から互助会に納められていましたが、退職した年は、
退職時に所属所を経由して未経過分を一括（商品によって払込み月数が異なります。）で納めていただく必要があります。退職後の手続き
については、下図をご参照ください。また、がん保険は退職時の加入内容で終身加入することができます。

　現職のときは、毎月、給料支給時（賞与支給時含む。）に共済グループ保険に係る保険料が控除され、所属所から互助会に納められて
いましたが、退職した年は、退職時に所属所を経由して未経過分を一括で納めていただいたく必要があります。退職後の手続きについ
ては、下図をご参照ください。また、共済グループ保険は、退職した翌年にコースの変更をしていただく必要があります。退職時に加
入していた保障金額の範囲内でコースを選択いただく（増額や新規コースの追加はできません。）ことになり、継続・脱退にかかわらず、
互助会と直接書類のやり取りをしていただくこととなりますのでご注意ください。
◆共済グループ保険の退職継続加入等の流れ（令和6年3月31日退職の場合）◆

◆がん保険の退職継続加入等の流れ（令和6年3月31日退職の場合）◆

　退職をもって積立ては終了しますので、加入されている方は、退職の際に一時金あるいは年金として受け取るかを選択してください。
　ア年金受取コース（10年、15年、20年確定年金　・10年、15年、20年保証期間付終身年金)　　　イ一時金受取コース
※ アは、退職時の積立額・払込年数によっては、選択できない場合があります。

登録口座振替（毎月）

令和6年1月1日 令和6年4月1日

令和6年3月31日退職
（令和6年4月1日喪失）

令和6年12月頃
加入内容・保険料のご案内

令和7年8月頃
第2回目更新のご案内

令和7年1月1日

第1回更新

給料から保険料控除 継続する場合は、退職時に保険料一括納付（4月分～ 12月分）

・互助会からご自宅へパンフレット等を送付
▼

〔提出書類・提出先〕
①更新する場合
・加入申込書 ※退職後コースの中から選択
・口座振替依頼書　　　　　　　 　　　⇒ 互助会に提出

②更新しない場合
・加入申込書 ※解約する旨の申出 　　　   ⇒互助会に提出

・ 業務委託業者（㈱日本共同システム（NKS））
からご自宅へパンフレット等を送付

▼
〔提出書類・提出先〕

・加入申込書
　⇒㈱日本共同システム（NKS）に提出
　※ 加入内容に変更がない場合は、提出は不要です。

▼
・ 保険料登録口座振替
（初回：12月、以後毎月）

コース変更
の

手続必須

令和6年8月頃
第1回目更新のご案内

令和6年1月1日 令和6年5月1日令和6年4月1日

令和6年10月頃
保険料（年間： 12か月分）払込みのご案内

給料から保険料控除
保険料控除

退職時に保険料一括納付（4月分～ 10月分）
退職時に保険料一括納付（5月分～ 11月分）

・互助会から「払込書」を送付
▼

　⇒ 同封の「払込書」を使用して、期限までに金
融機関の窓口で払い込んでください。期限
までに払込みがない場合は、更新されない
ものとみなしますのでご注意ください。

・ 保険代理店（南海放送サービ
ス㈱）からご自宅へ更新のご
案内

A
B

令和6年6月頃
更新のご案内

令和6年3月31日退職
（令和6年4月1日喪失）

知っておきたい !  退職後　の互助会事業
厚生事業  ～ 共済グループ保険・がん保険・互助会積立年金 ～

●共済グループ保険について

●互助会積立年金について

●がん保険について

～ 互助会からの大切なお願い ～

給料から
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互 助 会 の 概 況
（令和5年１１月末現在）

・所 属 所 数 44
・会 員 数  現職会員数 23,042 人

退職会員数 1,914 人
・被扶養者数 16,777 人
・標準報酬月額 305,164 円

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／玉井　信正

が
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ま
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和
５
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６
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〜
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に
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共
済
グ
ル
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プ
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険
及
び
積

立
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令
和
６
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１
月
か
ら
適
用
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き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
７
月
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９

月
に
か
け
て
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
予
防
の
た
め
、
募
集
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
在

職
中
の
み
な
ら
ず
退
職
後
に
お
き
ま
し

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
ま

た
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
充
実
し
た
制
度
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
ご
計

画
さ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。な

お
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
の

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
等
の
加
入
状
況
は

下
表「
加
入
状
況
」の
と
お
り
で
す
。

区　　　分 加 入 者 数（人） 保険金等（千円） 月額保険料（円）
がん保険 会　　員 2,030 ― 6,600,185 

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期
保険

組合員 9,484 121,456,000 33,435,956 
配偶者 2,260 7,195,000 2,220,648 
子ども 895 2,489,000 323,570 
計 12,639 131,140,000 35,980,174 

ボーナスコース 2,944 26,000,000 30,217,740 

団体定期
保険プラス

組合員 7,870 62,093,500 9,369,978 
配偶者 1,858 3,276,000 575,826 
計 9,728 65,369,500 9,945,804 

ボーナスコース 2,215 23,265,000 21,119,820 
療養給付プラン 855 69,503 1,806,708 
長期療養給付プラン 26 2,092 72,157 

医療保障
保険

組合員 2,779 10,810 5,645,288 
配偶者 488 2,022 1,118,541 
子ども 442 1,734 389,470 
計 3,709 14,566 7,153,299 

医療費
支援制度

組合員 4,982 127,450 2,433,732 
配偶者 615 15,800 341,669 
子ども 504 12,600 172,872 
計 6,101 155,850 2,948,273 

重病克服
支援制度
（主契約）

組合員 3,771 5,598,000 4,874,796 
配偶者 574 798,000 647,504 
計 4,345 6,396,000 5,522,300 

傷害補償
プラン

組合員 691 2,159 681,420 
配偶者 37 111 32,190 
子ども 64 192 55,680 
計 792 2,462 769,290 

積立年金 月　払
一般型 198 555 口 1,110,000 
個年型 503 1,829 口 3,658,000 
計 701 2,384 口 4,768,000 

（令和6年1月1日現在）加 入 状 況

　第６１回愛媛マラソンが２月１１日に開催されます。愛媛マラソンは、第４８回大会から、
松山市の中心部と北条地域に至るコースに変更し、これまでに半世紀を超える歴史を積
み重ね、全国でも人気の大会になっています。沿道からの途切れることのない温かい声
援や、中学生・高校生をはじめ地域や医療関係者などボランティアの皆さんによる「おもて
なし」こそが愛媛マラソンの魅力です。

「愛媛マラソン」松山市

が
ん
保
険・共
済

グ
ル
ー
プ
保
険
の

募
集
結
果

「共済グループ保険」
多くの方にご加入いただいています！！

共済グループ保険（団体定期保険）加入者推移

　毎年保険内容を見直すことで、加入者促進に努め、
年々加入者が伸びている状況です。
　近年では、保険料率の変更・傷害補償プランの新設
などを実施し、より加入しやすく保険内容を充実させま
した。また、新型コロナウイルス感染症の感染状況が
落ち着いてきたこともあり、対面型の募集ができたこと
も大きく影響しているように思います。次期、募集の際
はぜひご加入をご検討ください。


